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主
要
施
策
の
概
要

制
に
努
め
て
も
な
お
、
平
成
16
年
度
に

引
き
続
き
大
幅
な
財
源
不
足
の
状
況
に

あ
っ
て
、
地
方
財
政
の
借
入
金
残
高
は

平
成
17
年
度
末
に
は
２
０
５
兆
円
に
達

す
る
見
込
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
、

そ
の
償
還
負
担
の
一
層
の
増
加
や
社
会

保
障
関
係
経
費
の
自
然
増
が
見
込
ま
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
に
よ

り
将
来
の
財
政
運
営
が
圧
迫
さ
れ
る
こ

と
が
強
く
懸
念
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
下
の
極
め
て
厳
し
い
地
方
財
政
の

状
況
、
国
・
地
方
を
通
ず
る
財
政
構
造

改
革
の
必
要
性
を
踏
ま
え
る
と
、
引
き

続
き
、
地
方
団
体
に
お
い
て
は
、
地
方

分
権
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
簡
素
で
効

率
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
た

め
、
徹
底
し
た
行
政
改
革
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
歳
出
の
徹
底
し
た
見
直
し

に
よ
る
抑
制
と
重
点
化
を
進
め
、
ま
た
、

歳
入
面
で
も
自
主
財
源
に
つ
い
て
積
極

的
な
確
保
策
を
講
じ
る
な
ど
、
効
率
的

で
持
続
可
能
な
財
政
へ
の
転
換
を
図
る

こ
と
が
急
務
で
あ
り
、
職
員
一
同
が
こ

の
認
識
に
立
ち
、
こ
の
難
局
を
乗
り
切

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平
成
17
年
度
当
初
予
算
編
成
方
針

　

平
成
17
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、

鬼
北
町
合
併
に
伴
う
諸
般
の
事
情
に
よ

り
〝
骨
格
予
算
〞
と
い
う
、
予
算
編
成

方
針
で
も
っ
て
編
成
し
た
も
の
で
す
。

　

骨
格
予
算
と
は
、
年
間
予
算
と
し
て
、

政
策
に
係
る
収
支
を
除
き
、
人
件
費
、

扶
助
費
、
公
債
費
等
義
務
的
経
費
を
主

体
と
し
て
、
必
要
最
小
限
の
収
支
の
み

を
計
上
す
る
予
算
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
開
始
さ
れ
る
継
続
事
業
で

通
年
ど
お
り
事
業
遂
行
を
予
定
し
て
い

る
も
の
、
投
資
的
経
費
の
う
ち
、
国
道

441
号
補
償
事
業
な
ど
４
月
当
初
か
ら
事

業
着
手
の
必
要
が
あ
る
も
の
お
よ
び
投

資
継
続
事
業
の
事
務
遂
行
の
た
め
の
準

備
費
な
ど
は
当
初
予
算
で
計
上
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、

投
資
的
経
費
も
あ
り
ま
す
が
、
継
続
事

業
ば
か
り
で
あ
る
た
め
、
当
初
予
算
と

し
て
年
間
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

政
策
的
な
町
単
補
助
事
業
や
投
資
的

事
業
お
よ
び
新
規
事
業
に
つ
い
て
は
、

６
月
定
例
会
に
補
正
予
算
と
し
て
、
本

予
算
を
提
案
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
度
予
算
は
骨
格
予
算
で
す
が
、

旧
広
見
町
と
旧
日
吉
村
が
合
併
し
て
初

め
て
の
年
間
予
算
で
す
の
で
、
基
本
的

な
考
え
方
と
し
て
は
、「
新
町
建
設
計
画
」

を
十
分
に
尊
重
し
た
予
算
編
成
方
針
と

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
新
町
建
設
計
画
は
、

○ 

自
然
環
境
の
保
全
と
整
備
、
交
通
網
・

上
下
水
道
・
住
宅
環
境
の
整
備
や
ご

み
の
減
量
化
と
処
理
施
設
の
整
備
等

に
よ
っ
て
「
快
適
で
潤
い
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
」

○ 

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
、
高
齢
者
・

障
害
者
福
祉
の
充
実
、
子
育
て
支
援

の
推
進
、医
療
施
設
の
充
実
等
に
よ
っ

て
「
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
」

〇 

農
林
水
産
業
・
商
工
業
の
振
興
、
就

業
環
境
の
整
備
、観
光
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
の
振
興
に
よ
っ
て
「
活
力
と
豊
か

さ
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

〇 

学
校
教
育
・
社
会
教
育
の
推
進
、
住

民
の
参
加
と
連
携
の
推
進
に
よ
る「
個

性
あ
ふ
れ
る
自
主
的
な
ま
ち
づ
く
り
」

以
上
４
点
の
基
本
目
標
を
掲
げ
て
、

「
森
が
す
く
す
く
、
川
が
い
き
い
き
、
人

が
元
気
」
な
町
づ
く
り
の
将
来
像
を
示

し
た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
も
の
で
す
。

　

こ
の
将
来
像
を
具
現
化
す
る
た

め
に
、
今
後
10
年
間
で
総
事
業
費

２
３
２
億
５
千
万
円
、
う
ち
合
併
特
例

債
が
50
億
６
千
９
百
80
万
円
の
事
業
計

画
が
国
か
ら
認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

平
成
17
年
度
の
当
初
予
算
を
編
成
す

る
に
当
た
り
、
地
方
交
付
税
や
国
・
県

支
出
金
お
よ
び
補
助
金
の
削
減
、
徴
税

収
入
の
減
少
な
ど
累
年
厳
し
さ
が
増
幅

し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
綿
密
か
つ

慎
重
な
試
算
を
も
っ
て
歳
入
規
模
を
計

上
す
る
と
と
も
に
、
歳
出
の
重
点
化
と

抑
制
に
留
意
し
つ
つ
、
適
正
な
収
支
バ

ラ
ン
ス
と
財
政
の
健
全
化
・
効
率
化
に

努
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

歳
入
の
内
、
町
民
税
所
得
割
お
よ
び

法
人
税
割
は
景
気
の
低
迷
を
反
映
し
伸

び
悩
み
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
全
体
と

し
て
前
年
度
比
2.1
％
減
で
計
上
し
て
い

ま
す
。ま
た
、地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、

国
の
地
方
歳
出
の
見
直
し
方
針
を
踏
ま

え
て
、
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
0.05
％
を
予

測
し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
地
方
譲
与

税
や
各
種
交
付
金
に
つ
い
て
も
、
算
定

に
当
た
っ
て
は
、
国
の
情
報
等
を
精
査

し
、
可
能
な
限
り
堅
実
な
歳
入
見
込
額

を
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

次
に
、
歳
出
の
中
で
、
住
民
生
活
に

直
結
し
た
福
祉
・
医
療
・
教
育
の
充
実
、

地
域
産
業
の
振
興
、
道
路
交
通
網
等
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
経
年
継
続
し
て
実

施
し
て
い
る
事
業
等
に
つ
い
て
は
、
適

正
規
模
の
予
算
の
確
保
に
努
め
た
と
こ

ろ
で
す
。
ま
た
、
少
子
・
高
齢
化
へ
の

対
応
や
中
山
間
地
域
の
振
興
策
、
Ｉ
Ｔ

化
の
推
進
な
ど
こ
れ
ま
で
の
課
題
に
加

え
、
防
災
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
危
機
管
理

対
策
、
町
村
合
併
に
伴
う
新
た
な
行
政

課
題
に
つ
き
ま
し
て
も
所
要
の
予
算
措

置
を
講
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
17
年
度
当
初
予
算
の
編
成
に
当

た
っ
て
は
、「
費
用
対
効
果
の
原
則
」
を

十
分
に
踏
ま
え
、
予
算
執
行
の
適
正
化
・

効
率
化
に
努
め
る
こ
と
を
最
優
先
に
掲

げ
る
と
と
も
に
、
更
な
る
、
住
民
福
祉

の
向
上
に
努
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
鬼
北

町
住
民
が
〝
合
併
し
て
良
か
っ
た
〞
と

実
感
で
き
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
に
最

善
を
尽
く
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

 

１　

地
域
を
支
え
る
産
業
の
振
興
と
育
成

（
１
）
農
林
業
部
門

　

農
業
に
つ
い
て
は
、
基
幹
作
目
で
あ

る
米
に
つ
い
て
、
作
年
度
か
ら
３
年
間

の
予
定
で
実
施
さ
れ
て
い
る
「
水
田
農

業
構
造
改
革
対
策
」
に
よ
り
、
引
き
続

き
減
反
施
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

よ
り
一
層
の
経
営
努
力
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
畜
産
・
野
菜
・
落
葉
果
樹
と
同

様
に
主
要
作
目
と
定
め
、
生
産
振
興
施

策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。
ま
た
、
農

林
業
の
振
興
と
農
家
所
得
の
向
上
を
図

る
た
め
、
今
年
度
も
引
き
続
き
、「
農
業

構
造
改
善
事
業
」
お
よ
び
「
山
村
振
興

等
農
林
漁
業
特
別
対
策
事
業
」
で
実
施

し
た
施
設
の
有
効
活
用
に
努
め
る
と
と

も
に
、
生
産
物
に
付
加
価
値
を
付
け
た

有
利
な
販
売
を
実
践
す
る
他
、
産
業
の

振
興
と
雇
用
創
出
を
目
的
と
し
た
二
次


